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水環境における放射性物質の常時監視に関する評価検討会



中間とりまとめ案の概要 全体構成について

モニタリングの内容に応じて、３つの項目に分けてとりまとめた。それぞれのモニタリングのデータについて

は、「データ編」として、全てのデータをホームページ上に掲載することを予定している。

○公共用水域のモニタリング

（１）放射性セシウムの分析試料数 

（２）放射性セシウムの分布（媒体別） 

（３）放射性セシウムの分布（水域別（河川、湖沼・水源地、沿岸））

（４）放射性セシウムの分布状況（水系別）

（５）放射性セシウム134と137の存在比率

（６）放射性ストロンチウムの分布

（７）その他の人工核種

○地下水のモニタリング

（１）地下水における分析試料数および結果

（２）地下水調査結果に関する参考情報

○水生生物のモニタリング

○モニタリング結果 データ編 1

本検討会では、公共用水域についてご議

論いただくとともに、地下水について、ご確

認・ご承認をお願いしたい。

水生生物の放射性物質モニタリング評価

検討会にて、ご確認・ご承認いただき、次

回検討会にて全体版をお示しする予定。

全てのデータをHP上に掲載。



中間とりまとめの概要 公共用水域

公共用水域について
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（２）放射性セシウムの分布（媒体別） 水質
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本調査における
放射性セシウムの分布（水質）

水生生物調査の水質と底質の結果を元に作成した

水質と底質の相関図（河川、湖沼、沿岸別）

【参考情報】

水生生物調査では、生物への影響を調査す

るため、調査地点数は少ないが、高い精度で

調査を実施している。

水生生物調査における
放射性セシウムの分布（水質）

水質の放射性セシウムの分布については、本調査の結果を、規模がわかるよう工夫して掲載した。

水質のモニタリングでは、年間約4000試料を採取し、これまで約47000試料の測定を実施した。水質において検出され

た試料数は、僅かに362試料であり、検出率は0.77％であった。参考として水生生物事業のデータを用いて、濃度分布や、

水質と底質の相関性についての検討結果も掲載した。



（２）放射性セシウムの分布（媒体別） 底質

底質中の放射性セシウムについては、年間約3,000試料を採取し、これまで約37,000試料の測定を実施した。濃度分布は

広い範囲に及ぶことが確認出来る。調査地点の底質の濃度分布を把握するため、各地点の地点平均値を算出し、地点

平均値を対数濃度区分別に表示した。経年的に、高濃度区分の地点数の減少が見られると共に、低濃度区分の地点数

の増加が見られる。

4
底質 地点平均値の推移（対数区分別）底質中の放射性セシウム濃度の推移



河川、湖沼・水源地別の放射性セシウムの分布について、とりまとめた。まず全体の傾向を示すため、水域別に、年度

ごとの底質の放射性セシウム濃度の幾何平均値を求め、その推移についてグラフに示した。

河川については、調査開始から2020年度まで緩やかな減少傾向を認め、それ以後は横ばいの傾向であった。湖沼・水

源地については、2012年度に値の一時的な上昇があり、その後、明瞭な減少傾向が認められる。沿岸については、調査

開始当初より幾何平均が100Bq/kg程度となっており、経年的に微減しているものの、殆ど横ばいの傾向がみられる。

5底質中の放射性セシウム濃度 水域別の幾何平均値の推移

（３）放射性セシウムの分布（水域別の傾向）



水質においては、33地点で65試料（0.26％）が検出があり、2017年度以降は、水質における検出はない。底質では、地

点平均値の推移から、事故当初、100Bq/kg未満の地点が全体の２割程度であったが、2023年度には、８割程度まで移行

していることが確認できる。全体として、経年的な減少傾向がみられる。

また参考として、環境放射線データベースから抽出した、原発事故以前の1957年1月～2011年2月の、全国の河底土

中のCs-137の濃度レベルも追加して示した。

震災以前の全国の河底土中のCs-137の濃度レベル

放射性セシウムの分布（水域別（河川））
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（３）放射性セシウムの分布（水域別（河川））

【参考情報】

河川底質 地点平均値の推移（対数区分別）



（３）放射性セシウムの分布（水域別（湖沼・水源地））

震災以前の全国の湖底土中のCs-137の濃度レベル

7

湖沼・水源地の水質においては、38地点で297試料（1.9％）が検出があった。2012年度には29地点で検出されたものの、

2022年度には２地点のみの検出となっている。底質の地点平均値の推移では、事故当初の100Bq/kg未満の区分の割合

が２割以下であったが、2023年度には、３割程度まで増加している。同様に1,000Bq/kg未満の区分の割合も2023年度に

は８割近くを占めており、湖沼・水源地の底質における放射性セシウム濃度は、原発事故当初並びにその後の数年間と

比べると全体的に明らかに低減している。

【参考情報】

湖沼底質 地点平均値の推移（対数区分別）

放射性セシウムの分布

（水域別（湖沼・水源地））



（３）放射性セシウムの分布（水域別（沿岸））

放射性セシウムの分布（水域別（沿岸））
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調査開始以来、沿岸の水質中の放射性セシウムは、検出されていない。

地点平均値の推移では、事故当初から全ての調査地点で1,000Bq/kg未満となっており、調査開始時点で沿岸の底質が

低濃度の分布状況であったことがわかる。事故当初から2018年度までに、いずれの濃度区分においても低濃度区分へ

の移行が確認できる。一方、2019年度以降は、各濃度区分の割合に大きな変動は見られない。

震災以前の全国の海底土中のCs-137の濃度レベル

【参考情報】

沿岸底質 地点平均値の推移（対数区分別）



（４）放射性セシウムの分布状況（水系別）

NO 水系名 地域

① 北上川水系 岩手県・宮城県

② 鳴瀬川水系 宮城県

③ 七北田川水系 宮城県

④ 名取川水系 宮城県

⑤ 福島第一原発北部河川群 福島県

⑥ 福島第一原発南部河川群 福島県

⑦ 阿武隈川水系（上流域） 福島県

⑧ 阿武隈川水系（中・下流域） 福島・宮城県

⑨ 阿賀野川水系 福島県

⑩ 久慈川水系 福島県・茨城県北部

⑪ 那珂川水系 栃木県・茨城県

⑫ 利根川水系（上流域） 群馬県

⑬ 利根川水系（渡良瀬川水域） 群馬県・栃木県

⑭ 利根川水系（鬼怒川水域） 栃木県

⑮ 利根川水系（下流域） 茨城県南部・千葉県・埼玉県・東京都
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調査の対象地域には、複数かつ広範囲の水系があるため、結果を円滑に分析・解釈出来るよう、非常に広範囲な水系

は、各流域を考慮しつつ分割してとりまとめた。また、水系として分類が出来ない地域については、河川群としてとりまとめ

た。

水系一覧表 2023年度時点の底質の放射性セシウムの濃度分布図と水系区分

①北上川水系

②鳴瀬川水系

③七北田川水系
④名取川水系

⑦⑧
阿武隈川水系

⑨阿賀野川水系

⑩久慈川水系

⑪那珂川水系

⑫⑬⑭⑮
利根川水系

⑥福島第一原発
南部河川群

⑤福島第一原発
北部河川群



それぞれの水系別の解析については、現状として2023年度の水質と底質における試料数、算術平均、最大値、最小値

を示し、併せて底質の濃度分布図も示した。参考として空間線量図上に水系の位置を示した図、土壌分布図も示した。ま

た、詳細な情報として、河川と、湖沼・沿岸で分けた各調査地点の表を示した。

水系を構成しない河川は、河川群としてとりまとめた。例として、⑤福島第一原発北部河川群を示す。

福島第一原発北部河川群における水系別解析
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中間とりまとめの概要 （４）放射性セシウムの分布状況（水系別）



（５）Cs-134とCs-137の存在比

公共用水域の底質中の放射性セシウム濃度の結果を用いて、Cs-134とCs-137の存在比の推移を算出し、グラフ化した。

Cs-134をCs-137で除した値を採取日別にプロットしたグラフを示す。併せて、参考として放射性セシウム134と137の半減

期による理論上の減衰を示したグラフを示す。

Cs-137に対するCs-134の存在比は、それぞれの核種の半減期による減衰に従って、低下していくのが確認された。

Cs-137に対するCs-134の比率は、2023年度時点で約１％程度となっている。

Cs-134とCs-137の存在比 Cs-134とCs-137の理論上の半減期による自然減衰
11



（６）放射性ストロンチウムの分布

底質中のSr-90の結果では、過去に突発的に高い検出がみられたものの、全体としては緩やかな減少傾向が見られた。

2015年10月に、農業用ため池で150Bq/kgの検出があり、2016年８月にも、同じく農業用ため池で100Bq/kgの検出があっ

たが、以後は1～10数Bq/kg程度の低いレベルで推移している。

次に、Sr-90とCs-137との相関性について、解析を行った。本調査において、大きなばらつきが確認出来るものの、底質

中のSr-90とCs-137に一定程度の正の相関がみられた。Sr-90は、底質のCs-137に対して、概ね1万分の１程度の割合で

存在していることが確認された。
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底質中のSr-90の推移 底質中のSr-90とCs-137の相関性
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（６）放射性ストロンチウムの分布

放射性ストロンチウム90の水質については、水生生物事業のデータを用いで、水域別の濃度分布を掲載した。

一部地域における結果ではあるものの、海域（沿岸）における底質中のSr-90の濃度分布は、公共用水域における底質

のSr-90の結果と同様に、近年検出下限値未満の状況となっている。水質については、水域にかかわらず0.001～

0.005Bq/L程度で推移しており、底質と比べ１／100程度の濃度分布となっている。（底質：0.1～11Bq/kg-dry程度）

そして、これらの2つの調査結果から、海域（沿岸）の底質では、Sr-90が殆ど検出されない、もしくは検出されても河川・

湖沼に比べ低い濃度である結果が共通して得られている。

調査開始～2023年度までに
採取・分析を行った試料総数

底質

水域 地点数 試料数 検出数 検出率

河川 42 272 141 51.8％

湖沼・水源地 84 675 650 96.3％

沿岸※１ 16 219 8 4.0％

合計 142 1166 799 68.5％

本調査における放射性ストロンチウム90の試料数と検出率（底質）

水生生物事業における放射性ストロンチウム90の分布（水質・底質）



中間とりまとめの概要 地下水について

地下水について
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（１）地下水における分析試料数および調査結果

15

【分析試料数】

・ 地下水の放射性物質モニタリングにおいて、調査開始から2023年度までに採取し放射性セシウムの分析を行った試料

総数は、18,907であった。

・ 放射性ストロンチウムの分析を行った試料総数は、621であった。

【調査結果】

・ 地下水中の放射性セシウムの検出状況については、2011年11月に2地点おいて、1.0Bq/Lの検出があった。

・ 2012年から現在までは、全地点で検出下限値未満の結果であった。

・ 地下水中の放射性ストロンチウム（Sr-90）の検出状況については、2012年1～2月に実施した精密な分析において、

0.0004～0.0029 Bq/Lの範囲で検出があった。

・ 2012年の検出以来、全地点で検出下限値未満の結果となっている。Sr-89については、調査開始から2023年度まで、

全地点で検出下限値未満の結果であった。



（２）地下水調査結果に関する参考情報

①土壌における放射性物質の水平的な分布状況
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地下水における放射性セシウムの調査結果の解釈のため、地下水調査結果に関する参考情報も掲載した。

土壌における放射性物質の水平的な分布状況

※公共用水域の周辺環境（土壌）の調査結果を元に作成

公共用水域の調査で参考として採取している周辺環境

（土壌）について、2023年度時点の放射性セシウムの濃度

分布図を示した。



（２）地下水調査結果に関する参考情報

土壌における放射性物質の鉛直分布状況
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②土壌における放射性物質の鉛直分布状況

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い環境中に放出され

た放射性セシウムの土壌中の深度分布に関する調査が、2011年

度から福島県、宮城県南部、茨城県北部において実施されている。

土壌に沈着した放射性セシウムの90％が存在する土壌表面から

の深度（90％深度）は、時間の経過と共に僅かずつ下方へ移動す

る傾向を示すものの、その幾何平均値は2018年以降ほぼ横ばい

となり、2022年9月時点で5.18ｃｍであった。このような土壌表層の

放射性セシウム鉛直分布の変化は、除染や深耕等の人為的な作

用とともに、土壌の特性や降水量によって生じる。一方、土壌中の

粘土成分の中には、バーミキュライトを含む粘土鉱物やゼオライト

などが含まれており、これらはセシウムを強く収着する性質を有し

ている。セシウムは、これらの粘土成分に強く収着されることで水

に溶けにくくなり、固定されることによって土壌の表層付近に長期

間とどまる傾向にある。

※環境省の放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和５年度版）第４章 防護の考え方４．４ 長期的影響より、「土壌中の放射性セシウムの分布の状況」から抜粋



（２）地下水調査結果に関する参考情報
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さらに、地下水調査結果に関する参考情報として、③地下水における放射性セシウムの検出状況として、全国の放射性

物質モニタリングの検出状況（全地点で人工核種は検出下限値未満）と、福島県の井戸水の検査結果について掲載した。

本文では、併せて文献から得られた検出状況も含めて掲載している。

福島県の井戸水の検査結果

※環境省の放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令
和５年度版）第４章 防護の考え方４．４ 長期的影響より、「土壌中の放
射性セシウムの分布の状況」について抜粋全国の放射性物質モニタリングの東日本における地点図



（３）地下水の放射性物質モニタリング調査結果まとめ
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中間とりまとめ案の中で、本事業の結果と、各種参考情報をとりまとめ、「調査結果まとめ」として、総括した。

・ 地下水における放射性物質の検出は、2012年１～２月期に最大で１Bq/Lの検出があって以来、現在まで検出下限値

未満の状況が続いている。

・ 環境省で別途高い精度で実施している、水環境における放射性物質のモニタリングの調査においても、調査開始以来、

放射性セシウムおよび放射性ストロンチウムは検出されていない。

・ 文献からの情報では、2014年～2016年の時点の福島県におけるデータで、その濃度のレンジは0.001～0.01Bq/Lの範

囲であった。

・ 一方、土壌における放射性セシウムの性質は、土壌に強く収着し、容易に脱離しない性質であることが示されている。

・ 以上のことを踏まえると、事故由来の放射性セシウムは地表付近の土壌に強く収着するため、平常時においては、雨

水等の水を介して地中に浸透する経路で地下水に影響を与える可能性は低いと考えられる。
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